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会大会 (1998年6月,岡山).霊長規研究 14(3).･
257.

9)杉網元見 川島隆太,中村克樹,岡田賢,加藤隆
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化学合同大会 (1998年9月.東京).プログラ
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行動発現分野

三上孝允 ･横井芳雄･脇田真情

く研究概要)

A)迎助役における方向判断に関与する脳内機構

の研兜

三上章允･井上雅仁1)

迎動する物体の運動方向を視覚的に判断す

るときに働く脳内の機構をPET計測によって調
べ.迎動祝の知覚で働く部位と同じ上側頭満後部

の括勤部位が働くことを示した｡

B)視覚誘導性急速眼球運動に関与する脳内機構

の研究

三上孝允 ･井上雅仁

視覚誘導性急速眼球運動をPET計測によ
って調べ.頭頂連合野.前頭連合野の活動部位を

同定した｡

∫

C)形態情報と運動情報の総合過程に関与する局

所回路の研究

三上章允 ･田中祐介2)

形態情報と運動情報の総合に関与する神経

回路を複数ニューロンの同時記録によって解析し

た｡

D)前頭葉障害患者の機能テスト
三上章允 ･久保m 脱3)

前頭葉に障害のある患者さんで,様々な前

頭桑機能をテストし､障害部位と各種機能陪審と

の関係を解析した｡

E)学習課題遂行中のニューロン･タイプ判定

三上孝允 ･泊野俊平2)･

加藤啓一郎2)･姿 英5114)

学習課題遂行中に細胞外記録したニューロ

ン活動のバースト発射を手掛かりとして大脳皮Tt

内局所回路を解析した｡

F)時間情報の知覚と保持に関わる勤的神経回路

の解明

横井芳放5)･三上奇允

刺激自体ではなくそこに内在する時間情報

を記憶し処理する際の動的神経回路 (セルアセン

ブリ)の解明を目指す｡記憶課題を設定し.行動

訓練を進めた｡

G)動的神経回路の検出･解析法の構築

楼井芳雄 ･三上串允

様々な記憶課題遂行中の多数ニューロン活

動や小ニューロン群の集合的活動を,脳の広範Bfl

から安定して記録し解析するための.方法や理論

的モデルについて開発した｡
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H)光学測定は･を用いた､視覚皮円可塑性の税無

脇田托約 ･井上雅仁 ･小山哲刀 6)･三上群允

光学mrJ定法をJT7いて､サル一次視覚野の機

能111位の祝祭を行いつつ.画像処理法の閃光を進

めた｡

I)順FF情事圧の惜和処理機柄の研究

井上雅仁 ･横井芳雄 ･三上章允

順序情報の脳内処理機構の解明のための学

習課頓を開発し,行動実験を行った｡

J)空間位置の短期記憶で働く脳内部位の同定

井上雅仁 ･三上孝允

空間位置の記憶で働く部位をPET計測でマ

ッピングした｡

K)空間位缶の短1g]記憶にもとづくリーチング運

動の発現機構の解明

山根 到7)･三上帝允

空間位陪見本合わせ課題をしているサルの

運動前野からの記憶の保持や運動に関するニュー

ロン活動を記録し､運動前野が短期記憶にもとづ

いて運動を選択していることを明らかにした｡

L)視覚系における苑種情報の統合過程の行動制

御への関与

田仲祐介 ･小山哲刀 ･三上孝允

側頭連合野内のSTP敵城で統合されている

形態視と運動視の情報が､行動の制御にどのよう

に関わっているか調べるために､それぞれの成分

に注目する課題をサルに学習させて､細胞活動を

記録､比較した｡結果.約半数の細胞が.課題に

応じて活動を変化させた｡STP街域が､行動に必

要な情報の取捨選択に関与することを示した｡

M)痛みの判断の脳内機構の解明

小山哲男 ･田仲祐介 ･三上章允

サル符状回において柿みの予期に反応する

神経細胞を特定し､それらの投古受容特性を研究

した｡

N)図形知覚を担う神経回路の解明

将野俊平･長城泰gi8)･井上雅仁･三上帝允

定菰する手かかりの械籾によらない図形知

党を可伐にする神経阿指の解明を目指し､ネオン

カラー効果および動きによって疋苑された図形の

弁別課増の訓練を行った.

0)kl庄恋刺激に関わる月榊̂ J機11時の解明

加藤啓一郎 ･小山哲刀 ･三上群允

嫌悪刺激に関わる脳内機榊解明のためサル

に嫌悪刺激回避の訓純を行い､学習セットを形成

した｡

く研究業績)

論文

一英文-

1)Koyama.T.,Tanaka,Y.Z.皮Mikami,A.

(1998)Nociceptiveneuronsinthemacaque

antcriorcingu】ateacdvateduringanticipation

ofpainNcuroReprt9:266312667.

2)TanLlk'a.Y.Z..Koyama,T.&Mikami.A.

(1999)Neuronsinthetemporalcortex

changcdtheirpreferreddirectionofmotion

dependentonshape.NeuroReport10:393-
397.

3)Yoshino.冗..Mikami.A.& Kubota.K.

(1998)Neuronalactivitiesintheγentral

premotorcortexduringavisuallyguided

jawmovementinmonkeys.Neuroscience
Research30:321-332.

1)リサーチ ･アソシエイト

2)大学院生
3)京都大学名誉教授 ･日本福祉大学IIlq社会科

学部教授

4)京都大学医学部助放校

5)科学技術振興部苅田さきがけ研究21兼任

(1998年9月まで)･岡崎国立共同研究機柄生理

学研究所併任

6)特別研死学生

7)大学院生･1999年1月より東京都神経科学研

究所 ･流動研究員

8)共同利用研究員 (立教大学大学院文学研究科大

学院生)

-45-



総統

一英文-

1)Sakurai.Y.(1998)Cell-assemblycodingin

severalmemoryprocesses.Neurdbiologyof

LeamingandMemory70:212-225.

-和文-

1)三上孝允 (1998)色と形の認識の脳内機構.

偲子情報通信学会誌81(8):851-859.

2)三上孝允 (1998)環境と脳.CLINICAL
NEUROSCIENCEll:27-30.

3)三上孝允 (1999)ヒトがサルだったころ-脳

でみると･･･.サイアス1999年2月号.pp.85-88.

4)三上孝允 (1998)視覚認知の神経生理学.｢現

先認知と聴覚認知｣(斉藤秀昭 ･森晃徳縞),オー

ム社出版局.pp.33-56.

5)増井芳雄 (1998)ニューロンから心をさぐる.

岩波暫店.119pp.

6)増井芳雄 (1998)多数ニューロン活動の同時

記録法.脳の科学 20:1233-1237.

7)棚井芳雄 (1998)心理学を生かした真の学際

研究が進んでいた一船橋論文に関するコメント.

心理学評論41:118-120.

8)棚非芳雄 (1998)行動を担う脳内メカニズム

の穴の解明に向けて一波迭論文に関するコメン

ト.心理学評論41:501-503.

学会発表

一英文-

1)Hasegawa.氏..Kato,M.& Mikami.A.

(1998)Prefrontalneuronalactivityduring

targetselectionAnnualmeetingofSociety

forNeuroscience(Nov.1998.LosAngels).

SocietyforNeuroscienceAbstracts24:
1680.

2)Kato.K.,Unno.S..Mikami.A.,Rang,Y.,

Koyama.T.& Matsumoto.M.(1999)
Classificationofneuronsrecordedin

behavingmonkeys:(2)FRBneuron.75th

AnnualMeetingofThePhysiological

SocietyofJapan(Mar.1999,NagasakilThe

JapaneseJournalofPhysiology49:S

3)Koyama,T.,Tanaka.Y.Z.&Mikami,A.

(1998)Neuronsinthemacaqueanterior

cingulatecortexactivateduringanticipation

-46-

ofaversivestimulL21thAnnualMeetingof

TheJapanNeuroscienceSociety(Sept.

1998.Tokyo).NeuroscienceResearch:S203

4)Koyama,T..Tanaka,Y.Z.&Mikami,A.

(1998)Nociceptiveneuronsinthemacaque

anteriorcingulatecortexactivateduring

anticipationofpain.Annualmeetingof

SocietyforNeuroscience(Nov.1998,Los

Angels).SocietyforNeuroscienceAbstracts
24:1131.I

5)Mikami,AーInoue,M.,Ando,Ⅰ.皮Tsukada,

H.(1998)Parietalandfrontalactivation

dtlringvisualguidedsaccadeinmacaque

monkeys.AnnualmeetingofSocietyfor

Neuroscience(Nov.1998,LosAngels).

SocietyforNeuroscienceAbstracts24:
1145.

6)Ohshima,M,Hata,Y.,Ichisaka,S.,Wakita.
MMFukuda.M.& Tsumoto.T.(1-998)

Changesinoculardominanceofcortical

neuronsinducedbychronicelectrical

stimulationoftheopticnerveinkittens.

Annual meeting of Society for

Neuroscience(Nov.1998.LosAngels).

SocietyforNeuroscienceAbstracts24:
1051.

7)Sakurai･Y･(1998)Cell-as.Semblycoding
forseveralinformationintheworking

brain.3rdRiken-TamagawaInternational

Dynamic Brain Forum (Åug.1998,

Hakone).Abstractp.19.

8)Unno,S.,Kato,K.,Mikami.A..Rang.Y..

Koyama.T.& Matsumoto,M.(1999)
Classificationofneuronsrecordedin

behavingmonkeys:(1)FSneuron.75th

AnnualMeetingofThePhysiological

SocietyofJapan(Mar.1999.Nagasaki).The

JapaneseJournalofPhysiology49:S

一和文-

1)林克樹 ･山下貴史 ･捌雅子 ･久家美奈子 ･三

上章允 ･浅海岩生 (1998)前頭東損傷患者の行

動特徴と評価#症例を通しての評価の検討拝.日

本作業療法学会 (1998年6月,宇都宮).作業療法
17:186.



2)-坊史志 ･由苑朗 ･大.C.J稔 ･脇田苅消 ･福田

光洋･枠本忠治 (1999)皮fT視覚野眼球優位性

コラムの可塑性に対するBDNFの効風 邪76回

日本生理学会大会(1999年3月.長崎).

3)城田秀三 ･木津川尚史 ･棚井芳雄 ･山森哲放

(1998)視聴覚弁別課RZiに関わる神経細胞活動

の組約化学的解析.節21回日本神経科学 ･第41

回日本神経化学合同大会 (1998年9札 束京).抄

録典p.202.
4)増井芳雄 (1998)マルチユニットレコーディ

ングの現状と将来:記録法と実験例.第21回日本

神経科学 ･第41回日本神経化学合同大会ミニシ

ンポジウム(1998年9月.東京).抄録集p.151.

5)棲井芳雄 (1998)昔刺激とその提示時間をコ

ードするラット海馬体ニューロンの活動と機能

的シナプス結合.第21回日本神経科学 ･苅41回

日本神経化学合同大会 (1998年9札 束京).抄録

狐p.303. ヽ
6)横井芳放(1998)刺激情報と時間情報をコー

ドするラット梅馬体ニューロンとセル ･アセン

ブリ.基礎生物学研究所形質統御実験施設ワー

クショップ(1998年10月.岡崎).抄録集p.ll.

7)横井芳雄 (1998)脳の記憶情報処理とダイナ

ミックな神経回路-セル ･アセンブリ･コーデ

ィングの可能性.東京工業大学総合理工学研究

科システム科学特別講義 r脳科学の最先端｣

(1998年10月,横浜).
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分子生理研究部門
器官調節分野

林 誠治･日片文夫 ･大蔵 聡 ･清水慶子

(研究概要)

A)詔長籾脳内生q!活性物質一分布特性と発生 ･
発達 ･加齢一

林 基約･大平桝司1)･光永総子 2)･

伊藤麻田子3)･清水慶子

(1)免疫組械化学法によってマカクサルの

海馬におけるBDNF含布細胞の分布とその発達加

齢を調べた｡その結A.BDNFは胎生140日におい
て歯状回の和地細胞､CAl-CA3の錐体細胞に発
現していた｡生後6ケ月において細胞内のBDNF

丑は最も多かった.この時Jnはマカクサルの梅馬

のシナプス数は広大となることが知られているの

で.BDNFはシナプスの形成に関与することが予

想された｡さらに30歳ごろまで加齢が進んだ梅馬

では.抑粒細胞や錐体細胞のBDNFfaは顕著に減

少し.BDNFの減少がマカクサルの脳老化と関わ

る可能性を示唆した｡

(2)マカクサル小脳のプルキンエ細胞にお

けるチロシンキナーゼをもつTrkBと持たない

TrkBの免疫組約化学を行い､両者が共存する細

胞のあることを兄い出した｡現在免疫屯田をもち

いて両者の細胞内局在を調べている｡

(3)神経成長因子(NGF)と脳由来神経栄養

因子 (BDNF)に対する特兄的な酵素免疫測定法を

開発した｡現在､マカクサルの中枢神経系､内分

泌系におけるそれらの因子の分布とその発達､加

齢を調べている｡

a)パッチクランプ法による血管内皮および血管

平滑筋の電気的応答に関する研究

日片文夫

神経.筋肉等の興奮性細胞の機能は彼等の

細胞膜の両気的性質に大きく依存する｡股の屯気

的特性は外部から人為的に流された屯流に対する

股の反応を祝祭することにより知ることができ

る｡しかし､m招点は退確方法により膜の反応性

が兄なることにあり､これまで､屯気生理学の研

究分野において主要な未解決主題として残されて

きた｡本研究虫では兄なる2つの通電方法-バッ

チクランプ法と隔維持法-を用い.細胞外通電と

細胞内通矧 こ対する非分離血管内皮細胞の反応を
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